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ご使用いただく前に 

 

この取扱説明書は、安全に関する注意、取扱上の注意をはじめ、仕様、取付・配線、起動・運転調整などにつ

いて詳しく説明しています。 

内容を十分ご理解のうえ、本製品を正しくお使いくださるようお願いいたします。 

 

取扱説明書の遵守事項 
取扱説明書について守っていただきたい項目は、以下のとおりです。 

 

警告 
 取扱説明書を熟読してください。 

この取扱説明書には重要なことが記載されていますので、必ず最後まで熟読し、十分にご理解ください｡ 

 取扱説明書をいつでも読めるように手元に置き、大切に保管してください。 

本製品を取り扱う場合は、この取扱説明書は重要ですので、大切に保管してください。保管のご担当者

や保管場所を決めてください。 

 取扱説明書を取扱者の手元に届けてください。 

本製品を搭載した機械を販売、または再販される場合は、必ずこの取扱説明書を実際に取り扱う方また

は操作する方の手元に確実に届けてください。 

 取扱説明書を紛失した場合は、すぐ補充してください。 

万一この取扱説明書を紛失した場合は、当社に連絡してください。 

 

製品保護のための注意事項 
 

注意 
本製品の保護のため、以下のことをお守りください｡ 

 正しい設置、配線を行ってください｡ 

 仕様を超える条件、環境で使用しないでください｡ 

 本製品に手や足をかけたり、無理な荷重を加えたりしないでください｡ 

 本製品は、精密な電子機器です。丁寧にお取り扱いください。 

 

この取扱説明書では取扱上の注意事項のなかで、特に重要な点を下記のように表示しております。 

 

取扱上の注意 

注意しなければならない内容を記載しています。お守りください。 
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はじめに 

 

本書について 
本書は、ディジタル弁コントローラ DC-A5M-20 の取扱説明書です。 

● 本書は、機械、電気、制御関係の技術者を対象としています。 

 

 

関連文書 
必要に応じて、下記をご参照ください。 

 

文書種類 タイトル 文書番号 内容 

取扱説明書 DC-A5M-20 換装要領書 TS26-002 

DC-A5M-*-10 からの換装方

法・手順（換装する際に参照し

てください） 
営業用図 ディジタル弁コントローラ DC-A5M-20 42986767 外形寸法図 
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安全に関する注意 

 

油圧機器は正しい使い方をすると、本来の機能を発揮します。しかし、油圧機器は一種の圧力容器であり、ま

ちがった使い方をすると、破損によって死亡など人身事故につながることがあります。製品を安全にご使用い

ただくために、この“安全に関する注意”をよくお読みになり、記載事項を必ず守ってください。 

 

取扱説明書で使用している安全に関する表示の意味は次のとおりです。 

 

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、“ 人が死亡または重傷を負う

危険が差し迫って生じることが想定される”内容を示しています。 

  

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、“ 人が死亡または重傷を負う

可能性が想定される”内容を示しています。 

  

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、“ 人が傷害を負う可能性また

は物的損害のみの発生が想定される”内容を示しています。 

 

 

関連法規 
 

警告 
下記関連規格の安全に関する法規類を必ず守ってください。 

 高圧ガス保安法 

 労働安全衛生法 

 消防法 

 防爆等級 

 JIS B 8265 圧力容器 

 JIS B 8361 油圧システム通則 

 

  

危険 

警告 

注意 
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仕様・性能、取扱 
 

警告 
 本製品は、精密な電子機器です。本製品を分解・改造しないでください。製品の破損により、装置の誤動

作など重大な事故を起こすおそれがあります。 

 煙が出ている、変な臭いがする、変な音がするなどの異常や危険を感じたときは、直ちに操作・運転を中

止し、電源を遮断してください。そのまま使用するとシステム（油圧装置、機械装置）の異常動作、油の着

火などの事故を起こすおそれがあります。 

 指定外の電圧で使用すると、火災や感電の原因になります。 

 本製品および接続した電線に、過大な荷重・振動・衝撃を与えないでください。製品が外れて落下するお

それがあります。また、製品が破損し、けがや周囲を破壊する原因となります。 

 本製品は防爆構造ではありません。引火・爆発の起因となるような可燃性のガスや液体の存在するおそ

れがある危険場所には使用しないでください。 

 結線は取扱説明書の結線要領に従って、正しく行ってください。誤った接続は、油圧システムの障害や

火災の原因になることがあります。 

 使用温度範囲内でご使用ください。使用温度範囲外で使用すると、本製品が故障または破損し、けがや

周囲を破壊する原因となります。 

 取付は、取扱説明書に従って確実に行ってください。 

 本製品は、精密な電子機器のため、ノイズ源からはできるだけ遠ざけてください。本製品へ供給する電

源も、ノイズフィルタ等によりノイズを取り除いてください。 

 本製品を適用するにあたり、ご使用になるディジタル弁に対して本製品が適合していることをご確認くだ

さい。仕様が適合しないディジタル弁との組み合わせを行うと、製品の破損や装置の誤動作など重大な

事故を起こすおそれがあります。 

 

注意 
 本製品は、精密な電子機器で構成されていますので丁寧にお取り扱いください。 

 「絶対最大定格」を超えた場合は、製品が破損し、重大な事故につながる可能性があります。 
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取付・取外、設置、配管、配線 
 

警告 
 設置場所の注意 

- 腐食性、引火性雰囲気では使用しないでください。 

- 事故などによる発火時に引火しないよう設置してください。 

- 水や油がかからないよう設置してください。火災や感電の危険があります。 

 取付、取外、配管などの作業を行う前に、必ず以下の事項を行ってください。怠ると、作業中に装置が動

きだしたり、油が噴出したりして重大な事故を起こすおそれがあります。 

- 電源のスイッチを切り、モータ、エンジンが停止したことを確認してください。 

- 本製品の取付、取外時は、シリンダ、油圧モータなどの負荷を固定してください。 

- 油圧配管内およびシリンダ内部の圧力を「0」にしてください。 

 本製品や工具などを落とし、けがをするおそれがあります。安全靴などの保護具を着用して作業を行っ

てください。 

 正しく設置してください。落下などにより破損が発生した場合に、装置の誤動作などにより重大な事故を

招くおそれがあります。 

 設置や運搬の際は、製品本体を持ち上げて作業してください。突起部に過度な力を加えると、変形・破損

し、装置の誤動作により重大な事故を招くおそれがあります。 

 設置の際に、本製品のフレームを曲げないようにご注意ください。基板や部品が破損して動作不良とな

り、装置の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 配線上の注意 

- 結線は配線図に従い、専門知識を有する人が正しく行ってください。 

- 結線は傷ついたり、引っ張られたり、挟まれたりしている状態にしないでください。 

- 必要に応じて耐油性ケーブルを使ってください。 

 取扱中や設置の際に、取扱上必要でない基板上の部品に触れないようにご注意ください。基板や部品

が破損して動作不良となり、装置の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 通電したまま配線のつなぎ替え、コネクタの挿抜を行わないでください。意図しない動作により、重大な

事故を招くおそれがあります。 

 制御出力端子（READY）の最大電流は 50mA です。50mA 以上の過電流が流れない接続を行ってくださ

い。過電流により内部素子が焼損し、本製品の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 アース端子は必ずアースに接続してください。アースの接続を行わないと、漏電により感電するおそれが

あります。 

 

注意 
 本製品には鋭利な部分があります。設置や操作の際に、触れてけがをするおそれがあります。手袋など

保護具を着用して作業することをおすすめします。 

 本製品は、ノイズ発生源からできるだけ離して設置してください。ノイズにより誤動作のおそれがありま

す。電源ラインにノイズが重畳する場合は、電源ラインにノイズフィルタを使用してください。 

 電線を接続後、電線を介して本製品に不要な力が加わらないように注意してください。 
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初期設定 
 

注意 
本製品の「初期設定」を行わずに起動した場合は、環境の不一致によりエラーとなり、正常に起動しない場

合があります。システム全体の動作に重大な障害となるおそれがあります。「初期設定」を使用環境に一致

させるまで、システムの電源を投入しないでください。 

 

運転、操作、調整 
 

危険 
爆発または燃焼する危険性のある雰囲気の中では、それに適した製品以外は絶対に使用しないでくださ

い。爆発または燃焼などによって死亡や大けがにつながります。 

 

警告 
 通電・運転の前に結線を確認し、誤りのないことをご確認ください。誤った結線のまま通電・運転すると、

内部の回路が破損し、装置の誤動作など重大な事故を招くおそれがあります。 

 本製品に通電中は、充電部（通電されている金属部分）に手を触れたり、結線や取り外しを行わないでく

ださい。感電やけがをしたり、装置の誤動作など重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 操作により出力が ON/OFF する場合、油圧システムが突然動作するなど、問題のないことを十分に確認

しながら操作してください。確認を怠った場合、突然の動作により重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 取扱中や設置の際に、基板上の部品に触れないようにご注意ください。基板や部品が破損して動作不

良となり、装置の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 運転を停止する際には、指令入力電圧を 0V にするか、指令入力を遮断してください。次に動作が停止し

ていることを確認してから、電源を切断してください。指令を与えたまま電源を切断した場合、ディジタル

弁の意図しない動作により、装置の誤動作など重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 設定を行う際は、ディジタル弁の動作が急激に変化し、重大な事故を招くおそれがあるため、油圧システ

ムの動作に注意しながら操作してください。動作確認を怠ると、油圧システムの動作が急激に変化し、重

大な事故を招くおそれがあります。 

 

注意 
本製品は、カタログ、図面、仕様書などに記載された仕様を守り、正しく使用してください。 
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トラブルシューティング 
 

警告 
 エラーコードを表示していなくても、発煙・異臭・異音などの異常や危険を感じたときは、直ちに操作・運

転を中止し、電源を遮断してください。 

 本製品は精密機器です。サービスマン以外は、分解・改造をしないでください。感電によりけがをしたり、

装置の誤動作による重大な事故を起こす恐れがあります。 

 本製品に通電中は、充電部（通電されている金属部分）に手を触れたり、結線や取り外しを行わないでく

ださい。感電やけがをしたり、装置の誤動作など重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 操作により出力が ON/OFF する場合、油圧システムが突然動作するなど、問題のないことを十分に確認

しながら操作してください。確認を怠った場合、突然の動作により重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 取扱中や設置の際に、基板上の部品に触れないようにご注意ください。基板や部品が破損して動作不

良となり、装置の誤動作などにより重大な事故を招くおそれがあります。 

 運転を停止する際には、指令入力電圧を 0V にするか、指令入力を遮断してください。次に動作が停止し

ていることを確認してから、電源を切断してください。指令を与えたまま電源を切断した場合、ディジタル

弁の意図しない動作により、装置の誤動作など重大な事故を起こすおそれがあります｡ 

 

注意 
本項に示す処置を行っても繰り返しエラーが発生し、本製品の異常と考えられる場合は、直ちに操作・運転

を中止し、電源を遮断してください。電源を遮断後、当社までご連絡ください。 
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保守・保管 
 

警告 
本製品の改造は絶対にしないでください。また、メーカに断りなく分解、組み直しをしないでください。規定の

性能、特性が発揮できず、事故や故障の原因になります。 

 

注意 
 本製品の故障・損傷の原因となるので、次のような場所に保管しないでください。 

- 水のかかる場所 

- 塩分や硫黄など腐食性ガス雰囲気 

- 振動、衝撃のある場所 

- 化学薬品保管場所 

- 直射日光のあたる場所 

- 高温の車内など、保存温度範囲を逸脱する場所 

- 保存湿度範囲を逸脱する場所 
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1. 概要 

 

本製品は、5 相ステッピングモータを内蔵した当社製ディジタル弁を制御するコントローラです。 

 

1.1 仕様・機能 

本製品の仕様、機能を説明します。 

1.1.1 仕様一覧 

本製品の仕様を次表に示します。 

 

表 1-1 仕様一覧 

項目 仕様 
取付方式 壁面取付 
配線面 前面（操作面と同じ） 
外形寸法 H176×W60×D124mm（最大） 
取付寸法 H166×W40mm（Ｍ4、4 箇所） 
供給電源 単相交流 100～240Vrms、50/60Hz 
最大消費電力 50VA 
内蔵電源 スイッチング電源（突入電流抑制機能、過電流保護機能付き） 
制御入力信号電圧 DC24V（21～27V） 

制御入力回路仕様 
 フォトカプラ入力、13 点、入出力絶縁 
 全チャンネル共通コモン、シンク／ソース選択可能 

制御入力電流 5mA/ch（DC24V 時） 
制御入力応答時間 2～20ms、2ms 刻みで設定 
制御出力回路仕様 MOS FET 出力、1 点、入出力絶縁 
制御出力電流 50mA（最大） 
制御出力保護機能 自己復帰型ヒューズ 
ディジタル弁駆動出力 5 相ステッピングモータ駆動用 
駆動出力保護機能 内蔵保護回路（過電流検出・遮断機能） 
駆動出力監視機能 断線検出および過電流（短絡）検出 
動作モード プリセット動作、拡張プリセット動作、パラレル入力動作 

設定範囲 
 ディジタル流量調整弁、ディジタルリリーフ弁用：0～250 ステップ（1 ステップ刻み） 
 ディジタル方向・流量制御弁、01 サイズ：±100 ステップ（1 ステップ刻み） 
 ディジタル方向・流量制御弁、01 サイズ以外：±157 ステップ（1 ステップ刻み） 

設定点数 
（プリセット動作） 

 プリセット動作モード：12 点 
 拡張プリセット動作モード：9 点×4 ファイル 

パラレル入力指令 bit 数 
（指令値、ステップ時間） 

 ディジタル流量調整弁、ディジタルリリーフ弁用：（指令値）8bit 符号無し、（ステップ

時間）3bit 符号無し 
 ディジタル方向・流量制御弁、01 サイズ、±100 ステップ：（指令値）8bit 符号付き、

（ステップ時間）3bit 符号無し 
 ディジタル方向・流量制御弁、01 サイズ以外、±157 ステップ：（指令値）9bit 符号付

き、（ステップ時間）3bit 符号無し 

応答波形 
 （拡張）プリセット動作モード：ランプ応答、任意 S 字カーブ 
 パラレル入力動作モード：ランプ応答 

ステップ時間設定範囲 0.4～100ms 
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項目 仕様 
表示機能 制御入出力状態（ＬＥＤ点灯）、7 セグメント表示 1 桁、3 桁、4 桁 
設定操作 押ボタンスイッチ×4 

USB 
 USB2.0 対応 
 コネクタ：Type-C 
 専用アプリケーション（Windows）対応 

 

1.1.2 絶対最大定格 

本製品の絶対最大定格を次表に示します。 

● 特性の劣化または破壊に至るおそれのある項目について、個別にその限界点を数値化して示したもので、

正常動作を保証する定格ではありません。 

● 各項目は独立したものであり、同時に 2 つ以上の項目を満たせません。 

● 数値は誤配線や取扱上の事故などが発生した場合、継続使用可否を判断する目安としてご利用ください。 

 

表 1-2 絶対最大定格 

項目 略号 定格値 単位 条件 
電源電圧 ― 264 V 単相交流 50/60Hz 
制御入力信号電圧 Vc 30 V COM - 入力端子間、無極性 
READY 出力電流 ― 100 mA RDY1 - RDY2 間、無極性 
動作周囲温度 ― 0～55 °C 結露のないこと 
保存周囲温度 ― -5～60 °C 結露のないこと 

 

特記のほかは動作周囲温度：25℃ 

 

1.1.3 推奨動作条件 

本製品の推奨動作条件を次表に示します。本製品の性能を十分に活かしてご使用いただくため、下記条件で

のご使用をお薦めします。 

表 1-3 推奨動作条件 

項目 最小値 定格値 最大値 単位 条件 
制御入力信号電圧 21 24 27 V COM - 入力端子間、無極性 
READY 出力電流 － － 50 mA RDY1 - RDY2 間、無極性 

 

動作周囲温度：0～55℃ 
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1.1.4 入出力特性 

本製品の入出力特性を次表に示します。 

 

表 1-4 入出力特性 

項目 最小値 定格値 最大値 単位 条件 
最大消費電力 ― ― 50 VA ― 
制御信号電流 4.4 5.2 6.0 mA 信号電圧 Vc＝21～27V、1ch 

制御入力応答時間 
設定範囲（T） 2 ― 20 ms 2ms 刻み 
応答時間 2 ― 40 ms T～2T 

リセット時間 500 ― ― ms 
リセット時間延長機能：ON 
RESET 入力時間＜500ms 

ステップ時間 0.4 ― 100 ms 次の 1 ステップに移行する時間 

特記のほかは動作周囲温度 Ta＝0～55℃ 

 

1.2 外形図 

本製品の外形・寸法の詳細は、「関連文書」にある営業用図をご参照ください。 
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1.3 各部名称 

本製品の各部名称を示します。 

 

 

図 1-1 各部の名称 

 

表 1-5 各部の名称と機能 

番号 名称 機能 

1 制御入出力表示 制御信号の入出力状態を示します。 
2 CH 表示 選択されているチャンネル（CH）を示します。 
3 VALUE 表示 ディジタル弁の指令設定や動作中の指令を示します。 
4 TIME 表示 ステップ時間を示します。単位：ms 

5 押ボタンスイッチ 

操作時に使用するスイッチです。 
 CH スイッチ：設定するチャンネルを選択する際などに使用します。 
 MODE スイッチ：動作モード設定などに使用します。 
 UP スイッチ：各種設定値の増加などに使用します。 
 DN スイッチ：各種設定値の減少などに使用します。 

6 電源入力コネクタ 商用 AC100～240V 電源を接続します。 
7 ディジタル弁接続コネクタ ディジタル弁への駆動出力です。 
8 制御入出力コネクタ PLC の接点入出力などを接続します。 
9 USB コネクタ PC と接続し、専用アプリを使用して設定・モニタします。 

 

各コネクタの仕様の詳細は「2.2 配線」を参照してください。 
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4 
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1.4 適用ディジタル弁 

本製品は、下表に示す 5 相ステッピングモータを内蔵した当社製ディジタル弁に適用します。 

 

表 1-6 適用するディジタル弁 

機種 形式（製品シリーズ） 最大ステップ数 弁ステップ位置範囲 
ディジタルリリーフ弁 D-CG 250 0～250 
ディジタル流量調整弁 D-F(R)G 250 0～250 

ディジタル方向・流量制御弁 
D-DF(R)G-01 100 -100～+100 
D-DF(R)G-03/04/06/10 157 -157～+157 

 

方向・流量制御弁の流路極性 

ディジタル方向・流量制御弁の場合に、コントローラに付与する指令と流路方向の関係（極性）は次のとおりで

す。 

EP シリーズ比例電磁式方向・流量制御弁やコムニカ弁とは逆の極性になるのでご注意ください。 

 

表 1-7 指令と方向の関係 

指令の極性 油路流し方向 
正 P→B、A→T 
負 P→A、B→T 

 

ディジタル弁の状態 

入力／状態に対するステッピングモータとディジタル弁の状態は次のとおりです。 

 

表 1-8 入力とディジタル弁の状態 

入力／状態 ステッピングモータ ディジタル弁 
 

リリーフ弁 （方向）流量調整弁（制御弁） 
正常、指令無し 励磁 中立原点位置を保持 アンロード カットオフ 

正常、指令あり 励磁 
指令値に準じた 
弁ステップ位置を保持 

オンロード  

正常、リセット 非励磁 中立原点位置でフリー アンロード カットオフ 
エラー 非励磁 中立原点位置でフリー アンロード カットオフ 
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2. 設置 

 

本章では、本製品の設置方法、配線方法を説明します。 

 

2.1 据付・取付 

取付寸法図に示すねじを設けた平面に設置してください。 

左右 10mm 以上、上下 50mm 以上のスペースを空けて設置してください。 

 

図 2-1 取付寸法 
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2.2 配線 

ヘッダ（基板側コネクタ）と、配線に使用するプラグ、適合する電線を説明し、配線例を紹介します。 

 

2.2.1 電源入力コネクタ 

AC100～240V 電源を接続します。 

筐体接地は「FG」端子を使用し、アースに接続してください。 

 

表 2-1 電源入力コネクタ（プラグ）の仕様 

メーカ名 型名 製品番号 仕様 

フェニックスコンタクト SPC 4/ 3-STTL-6,35 1233120 
3 極、6.35mm ピッチ 
プッシュインスプリング接続方式 

 

表 2-2 電源入力コネクタ（プラグ）電線接続仕様 

項目 仕様 
接続電線サイズ 
（単線・撚線とも） 

0.2～4mm2（#24～#10） 

電線剥き長さ 10～12mm 
適用絶縁カラー付き

スリーブ 
0.25～4mm2 

 

表 2-3 電源入力コネクタ（プラグ）ピンアサイン 

ピン 機能 

L 商用電源(L) 
N 商用電源(N) 

FG アース 
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2.2.2 ディジタル弁接続コネクタ 

専用ハーネス DC-H-DV-*-10 を使用して接続します。 

 

表 2-4 ディジタル弁接続コネクタ（プラグ）の仕様 

メーカ名 型名 製品番号 仕様 

フェニックスコンタクト FKCT 2,5/ 5-ST-5,08 1902149 
5 極、5.08mm ピッチ 
プッシュインスプリング接続方式 

 

表 2-5 ディジタル弁接続コネクタ（プラグ）の電線接続仕様 

項目 仕様 
接続電線サイズ 
（単線・撚線とも） 

0.2～2.5mm2（#24～#12） 

電線剥き長さ 10mm 
適用絶縁カラー付き

スリーブ 
0.25～2.5mm2 

 

表 2-6 ディジタル弁接続コネクタ（プラグ）のピンアサイン 

ピン リード線色 
ディジタル弁側 

コネクタピン 

A 赤 A 
B 緑 B 
C 黄 C 
D 茶 D 
E 黒 E 

 

20m を超える接続が必要な場合 

20m を超える接続が必要な場合には、シールド線を使用し、接続する電線の導体抵抗が 1Ω 未満となるように

電線を選定します。 

 

表 2-7 電線と導体抵抗の計算例（20℃） 

項目 電線 単位 
断面積 0.5 0.75 1.25 2.0 mm2 
AWG No.（相当） 20 18 16 14 ― 
公称抵抗値 37.8 25.1 15.1 9.79 Ω/km 
抵抗値が 1Ω となる長さ 26.4 39.8 66.2 102 m 

 

● シールドは「FG」端子またはアースに接続してください。 

● ケーブル長を 20m より長くすると、ディジタル弁の高速動作ができなくなる場合があります。特にステップ時

間が 1.25ms 以下になると、影響が出る場合があります。 

● 配線後に十分な試運転を行って、動作を確認してください。 

● 当社で用意している専用ハーネスは、最長 20m までで、シールドケーブルではありません。 
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2.2.3 制御入出力コネクタ 

READY 出力、チャンネル入力／パラレル入力、リセット入力を接続します。 

 

表 2-8 制御入出力コネクタ（プラグ）の仕様 

メーカ名 型名 製品番号 仕様 

フェニックスコンタクト FKCT 2,5/16-ST-5,08 1902259 
16 極、5.08mm ピッチ 
プッシュインスプリング接続方式 

 

表 2-9 制御入出力コネクタ（プラグ）の電線接続仕様 

項目 仕様 
接続電線サイズ 
（単線・撚線とも） 

0.2～2.5mm2（#24～#12） 

電線剥き長さ 10mm 
適用絶縁カラー付き

スリーブ 
0.25～2.5mm2 

 

表 2-10 制御入出力コネクタ（プラグ）のピンアサイン 

ピン 機能 

RDY1 READY 出力（両極性） 
RDY2 READY 出力（両極性） 

C 制御入力コモン 
R リセット入力 

1～12 制御入力 CH1～CH12 

 

READY 出力部内部回路を次に示します。 

● READY 出力に極性はありません。 

● 必ず負荷を接続してください。 

 

 

図 2-2 READY 出力部内部回路 

 

  

（自己復帰型ヒューズ） 
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制御入力部内部回路を次に示します。 

● 制御入力コモンと各端子間に電流を印加します。 

● シンク接続またはソース接続のどちらかの接続仕様で接続してください。 

 

 

図 2-3 制御入力部内部回路 
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2.2.4 接続例 

接続例を次に示します。 

制御入力の接続は、シンク接続／ソース接続のいずれにも対応しています。 

 

 

図 2-4 接続例 

 

  

※ シンク接続の例です。 

ソース接続も可能です。 

ディジタル弁 専用ハーネス 
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3. 起動 

 

本章では、本製品の表示・設定機能を用いた起動・停止について、動作と操作方法を説明します。 

 

3.1 専用アプリ使用について 

初期設定・動作設定などの各種設定には、専用アプリの使用を推奨します。 

専用アプリ使用時は、VALUE に「USb」（USB）を表示します。 

専用アプリを使用した初期設定・動作設定・モニタなどの各機能については、専用アプリのマニュアルを参照し

てください。 

 

3.2 本文中の表記と操作について 

本書内で使用する表記および押ボタンスイッチ操作を説明します。 

3.2.1 押ボタンスイッチ操作の表記 

押ボタンスイッチの操作に関する表記を次表に示します。 

 

表 3-1 押ボタンスイッチ操作の表記 

表記 実際の操作 
押下 押してすぐに離します。 
x 秒押下 押下したまま x 秒経ったら離します。 
連続押下 押し続けます。 
離す 離します。 

 

3.2.2 押ボタンスイッチ操作の自動増加／自動減少 

設定する数値の範囲が大きい設定値については、数値設定値を変更する際に、UP スイッチや DN スイッチを

連続押下すると、自動増加／自動減少動作になります。 

● 連続押下時間により変化が早くなります。 

● 桁が変更になる際には、一時的に停止します。 

● ディジタル弁が動作中は、安全のため、自動増加／自動減少は機能しません。 
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3.2.3 7 セグメント LED の表示と表記 

7 セグメント LED は数値の表示を目的にしているため、アルファベットの表示については次表を参照してくださ

い。特に「M」「Ｖ」「W」「Y」（★印）が独特な表記になります。 

 

表 3-2 ７セグメント LED の表示と表記 

表記 表示 表記 表示 表記 表示 表記 表示 

0 
 

A 
 

L 
 

V 

★  

1 
 

b 
 

M 

★  

W 

★  

2 
 

C 
 

n 
 

Y 

★  

3 
 

d 
 

O 
 

- 
 

4 
 

E 
 

o 
 

≡ 
 

5 
 

F 
 

P 
 

￣ 
 

6 
 

G 
 

r 
 

－ 
 

7 
 

H 
 

S 
 

＿ 
 

8 
 

I 
 

 

t 
 

9 
 

i 
 

U 
 

 

また、本文中で各 7 セグメント LED（CH、VALUE、TIME）の表示状態は、次図のように表記します。 

 

 

図 3-1 本文中の LED 表示状態の表記例 

 

 

  

CH ：* 

VALUE ：**** 

TIME ：*** 
 

（状態の解説） 



[TS26-001A] 

21 

3.3 起動方法 

本製品を起動するには、電源入力コネクタに商用電源 AC100～240V を投入します。 

3.3.1 起動から停止までの流れ 

電源投入から電源遮断までの状態遷移を次図に示します。 

● 電源投入後、「起動シーケンス」を経て「通常運転・モニタ」に遷移します。 

● マシンの設置後、初回起動時は、初期設定と保守モード設定が必要です。 

● 必要に応じて動作テストを行います。 

● 保守モード設定と動作テストは、初期設定から遷移します。 

● エラー発生時は、一部の例外を除き、電源の再投入が必要です。 

 

図 3-2 電源投入から電源遮断までの流れ 

 

3.3.2 起動から停止までの動作と設定 

電源投入から運転停止までの動作と設定の順序を次表に示します。 
 

表 3-3 起動と設定手順 

マシン設置後の初回起動時 マシンルーチン動作時 
電源投入 電源投入 
起動シーケンス 起動シーケンス 
通常運転・モニタ 通常運転・モニタ 
初期設定 ↓ 
保守モード設定 ↓ 
初期設定→動作テスト（必要に応じて） ↓ 
動作設定 動作設定（必要に応じて） 
通常運転・モニタ 通常運転・モニタ 
運転停止 運転停止 

電源投入 

起動シーケンス 

電源遮断 

動作設定 

保守モード設定 初期設定 

動作テスト 

バージョン表示 

エラー時待機 

通常運転・モニタ 
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3.4 起動シーケンス 

起動時に、装置側が自動的に各種チェックを行うシーケンス動作を実行します。 

 

表 3-4 起動時シーケンス動作 

動作項目 内容 
マイコンデータチェック マイコンの初期化や ROM データチェックなどを行います。 
電源電圧チェック 内部電源電圧のチェックを行います。 
ドライバチェック ステッピングモータ駆動回路のチェックを行います。 

出力断線チェック 
ディジタル弁との接続状態およびステッピングモータの状態をチェック

します。 
中立原点位置で保持 ステッピングモータをスプリングリターン状態で保持します。 

 

正常に起動後は、「通常運転・モニタ」に遷移します。 

● マシン設置後の初回起動時は、次図の表示になります。初期設定を行ってください。詳細は、「3.4 初期設

定」を参照してください。 

● マシンルーチン動作時は、必要に応じて動作設定を行います。詳細は、「4.2 動作設定」を参照してください。 

 

 

図 3-3 通常運転・モニタ時表示内容の例 

 

 

  

CH ：0 

VALUE ：   0 

TIME ：5.00 
 

通常運転・モニタ 
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3.5 初期設定 

初期設定の内容と手順を説明します。 

3.5.1 初期設定の内容 

初期設定には次の 3 つの設定項目があります。 

 

表 3-5 初期設定 

項目 設定内容 解説 

数値単位 ステップ値（S）／パーセント値（P） 

 ステップ値は、ステッピングモータのステップ値で

す。単位は 1 ステップです。 
 パーセント値は、ディジタル弁のフルステップ値に

対する割合です。単位は 1%です。 
動作範囲 
（ステップ値） 

250/±100/±157 
 ディジタル弁の種類によって、3 種類の動作範囲

があります。 

動作モード 
（拡張）プリセット／パラレル入力 
ランプ応答／任意 S 字カーブ 

 指令の種類と応答の種類を指定します。 
 複数の組み合わせがあります。 

 

数値単位の設定 

数値単位をステップ値、パーセント値から選択します。 

● 工場出荷時やリセット時は、★で示す初期値に設定されています。 

 

表 3-6 数値単位 

初期値 選択肢 CH 表示 機能 備考 

★ ステップ値 S 
ディジタル弁のステップ値を

設定します。 
パーセント値設定は 1%単位の設定になる

ため、ステップ値設定よりも設定精度が粗く

なります。  
パーセント値 P 

最大ステップ値の割合を設

定します。 

 

 

動作範囲（ステップ値） 

接続するディジタル弁の種類と使い方に応じて、動作範囲を選択します。 

● 工場出荷時やリセット時は、★で示す初期値に設定されています。 

 

表 3-7 動作範囲（ステップ値） 

初期値 動作範囲（ステップ値） VALUE 表示 ディジタル弁の種類 
★ 0～+250 250 リリーフ弁、流量調整弁 
 

-100～+100 -100 
ディジタル方向・流量制御弁 
01 サイズのみ 

 
-157～+157 -157 

ディジタル方向・流量制御弁 
01 サイズ以外 
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動作モード 

接続するディジタル弁の種類と使い方を確認し、適切な動作モードを選択します。動作モードの詳細は、「4.1 

動作モード」を参照してください。 

● 「動作範囲（ステップ値）」の設定値によっては選択できない動作モードがあります。 

● 工場出荷時やリセット時は、★で示す初期値に設定されています。 

 

表 3-8 動作モードと適用ディジタル弁 

初期値 動作モード 動作モード名称 TIME 表示 応答 適用ディジタル弁 動作範囲 
★ 0 拡張プリセット 000 

ランプ（直線） 
すべて すべて 

 1 プリセット 001 
 10 拡張プリセット 010 任意 S 字 

カーブ  11 プリセット 011 

 30 パラレル入力 030 

ランプ（直線） 

ディジタルリリーフ弁／ディ

ジタル流量調整弁 
0～+250 

 30 パラレル入力 030 
ディジタル方向・流量制御

弁 
01 サイズ（±100 ステップ） 

-100～+100 

 31 パラレル入力 031 

ディジタル方向・流量制御

弁 
01 サイズ以外（±157 ステッ

プ） 

-157～+157 
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3.5.2 初期設定への遷移操作手順 

 

取扱上の注意 
 指令入力がなく、ディジタル弁が中立原点位置に戻っている状態を確認してから、初期設定を行ってくだ

さい。指令入力がある状態で初期設定に遷移したり、初期設定中に指令を入力すると、「エラー08

（Er.08）初期設定異常」を表示してステッピングモータは非励磁状態になり、強制的に中立原点位置に戻

ります。「エラー08（Er.08）初期設定異常」は、指令入力をすべて OFF にすると、初期設定に遷移します。 

 ディジタル弁と接続せずに起動すると、「エラー03（Er.03）断線検出」を表示します。この状態でも、初期

設定への遷移が可能です。 

 

通常運転・モニタから初期設定への遷移操作手順 

「通常運転・モニタ」から「初期設定」に遷移する操作手順は、次のとおりです。 

 

図 3-4 通常運転・モニタから初期設定への遷移操作手順 

 
● MODE スイッチと UP スイッチの同時押しのタイミングに注意してください。わずかでもタイミングがずれると

応答しません。 

● ファームウェアバージョン表示は、途中の操作から遷移します。 

  

MODE スイッチ、UP スイッチ 

を同時に 2 秒押下 

通常運転・モニタ 

指令なし 

CH ： 

VALUE ：init 

TIME ：SEt 
 

CH ：0 

VALUE ：0 

TIME ：5.00 
 

離す 

CH ： 

VALUE ：－－－－ 

TIME ： 
 

MODE スイッチ押下 

初期設定 

数値単位の設定 

に遷移 

CH ： 

VALUE ： VEｒ 

TIME ：1.00 
 

DN スイッチ連続押下 

DN スイッチ離す 

（押下中のみ表示） 

ファームウェアバージョン表示 

CH ：* 

VALUE ：Er.08 

TIME ：**** 
 

入力があるとエラー08 を表示 
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初期設定から通常運転・モニタへの遷移操作手順 

「初期設定」から「通常運転・モニタ」に遷移する操作手順は、次のとおりです。 

 

図 3-5 初期設定の保存と通常運転・モニタへの遷移操作手順 

● 「初期設定」の表示で、MODE スイッチを 2 秒押下します。 

● 設定値を保存する／しないを選択してから、「通常運転・モニタ」に遷移します。 

● どの設定項目からでも、設定の保存ができます。 

  



[TS26-001A] 

27 

3.5.3 初期設定の設定操作手順 

初期設定の 3 つの項目（数値単位、動作範囲（ステップ値）、動作モード）を設定する手順を説明します。 

 

初期設定の項目を選択する操作手順 

初期設定の項目である数値単位、動作範囲（ステップ値）、動作モードを切り換える操作手順は、次のとおりで

す。 

 

 

図 3-6 初期設定の項目変更操作手順 

 

● 項目の変更には、MODE スイッチを押下します。 

● 値が点滅している箇所が、設定変更対象の項目です。 

 

  

CH ：S (点滅) 

VALUE ：250  

TIME ：000  
 

ステップ 

設定 

数値単位の設定 

MODE スイッチ押下 

動作範囲（ステップ値）の設定 

CH ：S  

VALUE ：250 (点滅) 

TIME ：000  
 

CH ：S  

VALUE ：250  

TIME ：000 (点滅) 
 

動作モードの設定 

MODE スイッチ押下 

MODE スイッチ押下 
0～250 

設定 

000 

設定 
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数値単位の設定操作手順 

数値単位の設定手順は、次のとおりです。 

「初期設定」に遷移すると、最初に数値単位の設定になります。 

 

 

図 3-7 数値単位設定の操作手順 

 

● UP スイッチと DN スイッチで、ステップ値設定⇔パーセント値設定を切り換えます。 

 

動作範囲（ステップ値）の設定操作手順 

動作範囲（ステップ値）の設定手順は、次のとおりです。 

 

 

図 3-8 動作範囲（ステップ値）の設定手順 

 

● UP スイッチと DN スイッチで、動作範囲（ステップ値）の設定を変更します。 

 

  

CH ：S (点滅)  

VALUE ：StEP   

TIME ：000   
 

CH ：S  (点滅) 

VALUE ：250  （例） 

TIME ：000   
 

CH ：P (点滅)  

VALUE ：PErC   

TIME ：000   
 

CH ：P (点滅) 

VALUE ：250 （例） 

TIME ：000  
 

ステップ設定 パーセント値設定 

UP スイッチ押下 

DN スイッチ押下 

2s 2s 

CH ：S  

VALUE ：250 (点滅) 

TIME ：000  
 

0～250 

UP スイッチ押下 

DN スイッチ押下 

CH ：S  

VALUE ：-100 (点滅) 

TIME ：000  
 

±100 

DN スイッチ押下 

CH ：S  

VALUE ：-157 (点滅) 

TIME ：000  
 

±157 

UP スイッチ押下 

0～250 

±100 

±157 
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動作モードの設定操作手順 

動作モードの設定手順は、次のとおりです。 

 

 

図 3-9 動作モードの設定手順 

 

● UP スイッチと DN スイッチで、動作モードの設定を変更します。 

 

ファームウェアのバージョン表示 

「通常運転・モニタ」から「初期設定」に遷移する途中で、ファームウェアのバージョンを表示できます。 

手順の詳細は、「通常運転・モニタから初期設定への遷移操作手順」を参照してください。 

 

 

  

CH ：S  

VALUE ：250  

TIME ：031 (点滅) 
 

031 

UP スイッチ押下 

DN スイッチ押下 

CH ：S  

VALUE ：250  

TIME ：030 (点滅) 
 

030 

DN スイッチ押下 

CH ：S  

VALUE ：250  

TIME ：011 (点滅) 
 

011 

UP スイッチ押下 

CH ：S  

VALUE ：250  

TIME ：010 (点滅) 
 

CH ：S  

VALUE ：250  

TIME ：001 (点滅) 
 

CH ：S  

VALUE ：250  

TIME ：000 (点滅) 
 

010 

001 

000 

031 

030 

011 

010 

001 

000 

UP スイッチ押下 

UP スイッチ押下 

UP スイッチ押下 

DN スイッチ押下 

DN スイッチ押下 

DN スイッチ押下 
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3.6 保守モード設定 

保守モード設定の内容と手順を説明します。 

3.6.1 保守モードの内容 

「初期設定」から遷移する「保守モード設定」には、次の 7 つの設定項目があります。 

 

表 3-9 保守モード設定 

項目 設定内容 ★出荷時設定値 解説 

入力応答時間 2～20ms 2ms 

 入力にリレーを使用する場合に、バウンシング対策として使用

します。 
 設定間隔は 2ms 単位です。 
 バウンシングはリレー接点がメイク時に発生します。入力応答

時間は、バウンシング時間よりも長い時間を設定してくださ

い。 

データ保護 有効／無効 無効 

 設定値を保護する機能です。設定値の安易な変更を簡易的

に防止します。 
 初期設定モードで設定します。ディジタル弁動作中には実行

できません。 

リセット時間 
延長選択 

有効／無効 有効 

 「R」端子（RESET）を ON にするとリセット動作が働き、ディジ

タル弁を中立原点位置に戻します。RESET 信号パルス幅が

短くてもリセット時間を 500ms に延長し、ディジタル弁を確実

に中立原点位置に戻す機能です。 
 無効にするとリセット時間は RESET パルス幅に依存します。 
 リセットパルス幅が短すぎると、中立原点位置に戻らない場合

があります。 

ステップ時間 
下限値 

0.4ms≦ 1ms 

 ディジタル弁の種類とサイズにより動作可能なステップ時間の

下限値があります。この下限値を設定します。 
 所定の下限値以下のステップ時間を設定した場合は、脱調す

る場合があります。 

READY 信号 
機能選択 

正常／異常 

保持／駆動 
正常／異常 

READY 信号 ON/OFF の条件を選択します。 
 正常／異常：正常時に ON になります。 
 保持／駆動：保持時に ON になります。 

ゲイン ゲイン値 100% 
 パラレル入力の指令値 100%に対する弁ステップ位置を設定

します。 

リニアライズ 

有効／無効 無効  パラレル入力のリニアライズ機能を ON/OFF します。 
25%時 8%  パラレル入力のリニアライズ値を設定します。 

 弁ステップ位置が 25%と 50%のそれぞれに対する指令値を

設定します。 50%時 23% 
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3.6.2 保守モード設定への遷移操作手順 

 

取扱上の注意 
 指令入力がなく、ディジタル弁が中立原点位置に戻っている状態を確認してから、保守モード設定を行っ

てください。指令入力がある状態で保守モード設定に遷移したり、保守モード設定中に指令を入力する

と、「エラー08（Er.08）初期設定異常」を表示してステッピングモータは非励磁状態になり、強制的に中立

原点位置に戻ります。「エラー08（Er.08）初期設定異常」は、指令入力をすべて OFF にすると、初期設定

に遷移します。 

 ディジタル弁と接続せずに起動すると、「エラー03（Er.03）断線検出」を表示します。この状態でも、初期

設定への遷移が可能です。 

 

初期設定から保守モード設定への遷移操作手順 

「初期設定」から「保守モード設定」に遷移する操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-10 初期設定から保守モード設定への遷移操作手順 

● MODE スイッチと CH スイッチを同時に押下します。長押しではないのでご注意ください。 

 

  

CH ：S (点滅) 

VALUE ：250  

TIME ：000  
 

MODE スイッチ＋CH スイッチ押下 

初期設定変更中 

CH ：  

VALUE ：rESP  

TIME ：002 (点滅) 
 

保守モード設定変更 

入力があるとエラー08 を表示 

CH ：*  

VALUE ：Er.08  

TIME ：***  
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保守モード設定から通常運転・モニタへの遷移手順 

「保守モード設定」から「通常運転・モニタ」に遷移する操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-11 保守モード設定から通常運転・モニタへの遷移手順 

 

● MODE スイッチを 2 秒押下します。 

● 設定値を保存する／しないを選択してから、通常運転・モニタに遷移します。 

● どの設定項目からでも、設定値を保存できます。 

 

 

CH ：0  

VALUE ：   0  

TIME ：5.00  
 

通常運転・モニタ 

CH ：  

VALUE ：rESP  

TIME ：002 (点滅) 
 

保守モード設定変更 

MODE スイッチ 2 秒押下 

保
存
し
な
い 

UP スイッチ押下 

CH ：  

VALUE ：SAVE  

TIME ： no (点滅) 
 

保存 No 選択 

保存 Yes 選択 

CH ：  

VALUE ：SAVE  

TIME ：YES (点滅) 
 

MODE スイッチ押下 

CH ：  

VALUE ：SAVE  

TIME ：  
 

2 秒 
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3.6.3 保守モード設定の設定操作手順 

保守モード設定の 7 つの項目（入力応答時間、データ保護、リセット時間延長選択、ステップ時間下限値、

READY 信号機能選択、ゲイン、リニアライズ）を設定する手順を説明します。 

 

保守モード設定の項目を選択する操作手順 

保守モード設定の項目である入力応答時間、データ保護、リセット時間延長選択、ステップ時間下限値、

READY 信号機能選択、ゲイン、リニアライズを切り換える操作手順は、次のとおりです。 

 

図 3-12 保守モード設定の項目選択の操作手順 

 

● MODE スイッチで項目を変更・選択します。 

● 選択可能な項目は、動作モードにより違いがあります。  
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入力応答時間の変更操作手順 

リレー接点を制御入力に使用する場合に、バウンシングによる誤動作を防ぐ目的で設定値を変更します。 

 

表 3-10 入力応答時間の設定範囲 

設定範囲 表示範囲 設定刻み 出荷時 
2ms～20ms 002～020 2ms 2ms 

 

入力応答時間の設定値の変更手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-13 入力応答時間の変更操作手順 

 

● UP スイッチと DN スイッチで設定値を変更します。 

 

  

CH ：  

VALUE ：rESP  

TIME ：002 (点滅) 
 

入力応答時間の設定 (RESPONSE) 

CH ：  

VALUE ：rESP  

TIME ：004 (点滅) 
 

UP スイッチ押下 

CH ：  

VALUE ：rESP  

TIME ：020 (点滅) 
 

UP スイッチ押下 

DN スイッチ押下 

DN スイッチ押下 
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データ保護の設定操作手順 

データ保護の設定手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-14 データ保護の設定操作手順 

 

● UP スイッチと DN スイッチで設定値を変更します。 

● 動作設定値の不用意な設定変更を防ぎたいときに「ON」に設定します。初期値は「OFF」です。 

 

リセット時間延長選択の操作手順 

リセット時間延長選択の操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-15 リセット時間延長選択の操作手順 

 

● UP スイッチと DN スイッチで設定値を変更します。 

● 「OFF」に設定するとリセット時間延長選択を停止します。初期値は「ON」です。 

 

 

  

CH ：  

VALUE ：Prot  

TIME ：OFF (点滅) 
 

データ保護の設定 (PROTECT) 

CH ：  

VALUE ：Prot  

TIME ：On (点滅) 
 

UP スイッチ押下 DN スイッチ押下 

CH ：  

VALUE ：rtIM  

TIME ： On (点滅) 
 

リセット時間延長選択 (RESET TIME) 

CH ：  

VALUE ：rtIM  

TIME ：OFF (点滅) 
 

DN スイッチ押下 UP スイッチ押下 
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ステップ時間下限値の変更操作手順 

 

取扱上の注意 
ディジタル弁の種類・形式により設定可能なステップ時間の下限値があります。下限値以下に設定して動

作させた場合、脱調することがあります。本製品は接続するディジタル弁の種類や形式を設定できないた

め、初期値より低い値に設定を変更する場合は、次表に示すステップ時間下限値以下に設定しないでくだ

さい。 

 

表 3-11 ディジタル弁の種類・形式とステップ時間下限値 

種類 形式 ステップ時間下限値(ms) 初期値(ms) 設定範囲(ms) 
リリーフ弁 D-CG-02、03、06、10 

0.4 

1.0 0.4～100 

流量調整弁 

D-FG-01 
D-F(R)G-02、03 
D-F(R)G-06 0.6 
D-F(R)G-10 0.8 

ディジタル方向・流量制御弁 

D-DFG-01 
D-DF(R)G-03、04 

0.4 

D-DFG-06 0.6 
D-DFG-10 0.8 

 

ステップ時間下限値の変更手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-16 ステップ時間下限値の変更操作手順 

 

● UP スイッチと DN スイッチで設定値を変更します。 

● 初期値は 1ms です。 

 

  

CH ：  

VALUE ： LIM  

TIME ：1.00 (点滅) 
 

ステップ時間下限値 (LIMIT) 

DN スイッチ押下 UP スイッチ押下 

CH ：  

VALUE ： LIM  

TIME ：*.** (点滅) 
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READY 信号機能選択の変更操作手順 

READY 信号機能を選択します。 

● 工場出荷時やリセット時は、★で示す初期値に設定されています。 

 

表 3-12 READY 信号機能の選択 

初期値 設定値 表記 表示 信号出力と状態 

★ 正常／異常 No Error nEr 
 ON：正常 
 OFF：異常 

 保持／駆動 Hold HLd 
 ON：保持 
 OFF：駆動 

 

READY 信号機能の変更手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-17 READY 信号機能の変更操作手順 

● UP スイッチと DN スイッチで設定値を変更します。 

 

ゲインの設定操作手順 

ゲインの設定手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-18 ゲインの設定操作手順 

 

● 動作モードがパラレル入力に設定されているときに、設定操作が可能です。 

● UP スイッチと DN スイッチで設定値を変更します。 

CH ：   

VALUE ： rdY   

TIME ：nEr (点滅) (No Error) 
 

READY 信号機能 (READY) 

CH ：   

VALUE ： rdY   

TIME ：HLd (点滅) (Hold) 
 

UP スイッチ押下 DN スイッチ押下 

CH ：  

VALUE ：GAIn  

TIME ：100 (点滅) 
 

ゲイン (GAIN) 

DN スイッチ押下 UP スイッチ押下 

CH ：  

VALUE ：GAIn  

TIME ：*.** (点滅) 
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リニアライズ ON/OFF 機能の操作手順 

リニアライズ ON/OFF 機能の操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-19 リニアライズ ON/OFF 機能の操作手順 

● UP スイッチと DN スイッチで設定値を変更します。 

 

リニアライズ値の設定操作手順 

リニアライズ値は、リニアライズ ON/OFF 機能を「ON」にした場合に設定できます。 

● あらかじめ初期値として、代表的な特性に近い値が設定されています。 

● 補正を必要とする場合は、それぞれの設定値を調整してください。 

 

表 3-13 リニアライズ値の設定内容 

設定 弁ステップ位置 CH 表示 初期値（%） 設定範囲（%） 制限 

[1] 25% 1 8 
1～99 設定[1] ＜ 設定[2] 

[2] 50% 2 33 

 

リニアライズ値の設定手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-20 リニアライズ値の設定操作手順 

● CH に「1」または「2」が表示されます。UP スイッチと DN スイッチで設定値を変更します。  

CH ：  

VALUE ： LIn  

TIME ：OFF (点滅) 
 

リニアライズ (LINEARIZE) 

DN スイッチ押下 UP スイッチ押下 

CH ：  

VALUE ： LIn  

TIME ： On (点滅) 
 

CH ：1 (点滅) 

VALUE ： LIn  

TIME ：008 (点滅) 
 

リニアライズ値 (LINEARIZE) 

UP スイッチ押下 

DN スイッチ押下 

CH ：1  

VALUE ： LIn  

TIME ：*** (点滅) 
 

CH ：2 (点滅) 

VALUE ： LIn  

TIME ：033 (点滅) 
 

CH スイッチ押下 

CH ：2 (点滅) 

VALUE ： LIn  

TIME ：*** (点滅) 
 

UP スイッチ押下 

DN スイッチ押下 
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3.7 動作テスト 

動作テストの内容と手順を説明します。 

初回起動時に行う初期設定と保守モード設定の完了後、必要に応じて動作テストを行ってください。 

3.7.1 動作テストの内容 

動作テストは、外部からの制御入力がなくても、ディジタル弁を一定のパターンで動作させる機能です。 

次表に示す動作を行い、終了後は「通常運転・モニタ」に遷移するまで、リセット状態（非励磁状態）を維持しま

す。 

 

表 3-14 リリーフ弁、流量調整弁の動作テスト内容 

ステップ 0 → 250 → 0 → 125 → 0 
ステップ時間(ms)  20  20  10  RESET  

 

表 3-15 方向流量制御弁の動作テスト内容（01 サイズ） 

ステップ 0 → +100 → -100 → +100 → +50 → 0 
ステップ時間(ms)  20  20  20  10  RESET  

 

表 3-16 方向流量制御弁の動作テスト内容（01 サイズ以外） 

ステップ 0 → +157 → -157 → +157 → +78 → 0 
ステップ時間(ms)  20  20  20  10  RESET  

 

 

  



[TS26-001A] 

40 

3.7.2 動作テストへの遷移操作手順 

 

取扱上の注意 
 動作テストは、油圧源が稼動を停止している状態で行ってください。中立原点位置に戻った状態から弁

ステップ位置の最大値まで動作します。油圧アクチュエータが急激に動作して非常に危険を伴います。 

 動作テスト中に指令を入力しないでください。指令を入力すると、「Er.08 初期設定異常エラー」となりま

す。 

 

初期設定から動作テストへの遷移操作手順 

「初期設定」から「動作テスト」に遷移する操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-21 初期設定から動作テストへの遷移手順 

● MODE スイッチと DN スイッチを同時に押下すると、動作テストの待機状態になります。長押しではないので

ご注意ください。 

● 待機状態で CH スイッチを押下すると、動作テストを開始します。 

● 動作テスト終了後は、「通常運転・モニタ」に遷移するまで、リセット状態（非励磁状態）を維持します。 

 

  

CH ：S (点滅) 

VALUE ：250  

TIME ：000  
 

MODE スイッチ＋DN スイッチ押下 

初期設定変更中 

CH ：t (点滅) 

VALUE ：tESt  

TIME ：  
 

動作テスト待機 

CH スイッチ押下 

CH ：t (点滅) 

VALUE ：**** (変化) 

TIME ：*** (変化) 
 

テスト動作後、動作 

テスト待機状態に遷移 
動作テスト実行中 
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動作テストから通常運転・モニタへの遷移操作手順 

「動作テスト」待機状態から「通常運転・モニタ」に遷移する操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 3-22 動作テストから通常運転・モニタへの遷移手順 

● MODE スイッチを 2 秒押下します。 

 

 

CH ：t (点滅) 

VALUE ：tESt  

TIME ：  
 

動作テスト待機 

MODE スイッチ 2 秒押下 

CH ：0  

VALUE ：   0  

TIME ：5.00  
 

通常運転・モニタ 
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4. 運転・操作方法 

 

本章では、本製品の動作モードと、動特性・静特性、動作設定などの運転・操作方法を説明します。 

4.1 専用アプリ使用について 

初期設定・動作設定などの各種設定には、専用アプリの使用を推奨します。 

専用アプリ使用時は、VALUE に「USb」（USB）を表示します。 

専用アプリを使用した初期設定・動作設定・モニタなどの各機能については、専用アプリのマニュアルを参照し

てください。 

 

4.2 動作モード 

指令入力方法、設定点数、応答形状、ディジタル弁の種類の組み合わせに応じた複数の動作モードがありま

す。 

4.2.1 動作モード一覧 

動作モード一覧を次表に示します。 
 

表 4-1 動作モード一覧 

動作モード 適用 
ディジタル弁 

入力端子 入力端子機能 指令点数 
指令設定 
分解能 

応答点数 
応答 

（動特性設定機能） No 名称 

0 
拡張 
プリセット 

すべて 

CH1～9 動作 CH 選択 
9 点×4 ― 9 点×4 ランプ（直線） 

CH10～12 ファイル選択 

1 プリセット CH1～12 動作 CH 選択 12 点 ― 12 点 ランプ（直線） 

10 
拡張 
プリセット 

CH1～9 動作 CH 選択 
9 点×4 ― 9 点×4 任意 S 字カーブ 

CH10～12 ファイル選択 

11 プリセット CH1～12 動作 CH 選択 12 点 ― 12 点 任意 S 字カーブ 

30 
パ ラ レ ル

入力 

ディジタル 
リリーフ弁 
ディジタル流量 
調整弁 

CH1～8 指令設定 
― 8bit 8 点 ランプ（直線） 

CH10～12 応答設定選択 

ディジタル方向・ 
流量制御弁 
01 サイズ 
±100 ステップ 

CH1～8 指令設定 
― 8bit 

(2 の補数) 
8 点 ランプ（直線） 

CH10～12 応答設定選択 

31 
パ ラ レ ル

入力 

ディジタル方向・ 
流量制御弁 
01 サイズ以外 
±157 ステップ 

CH1～9 指令設定 
― 

9bit 
(2 の補数) 

8 点 ランプ（直線） 
CH10～12 応答設定選択 
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4.2.2 プリセット動作モード 

プリセット動作モードは、制御入力端子「CH1」～「CH12」ごとに指令値とステップ時間を設定し、「ON」した制御

入力端子の指令値、ステップ時間で動作するモードです。 

● 「CH1」から「CH12」のすべての制御入力が「OFF」の場合は、「CH0」と認識します。 

● 「CH0」は、指令値=0、任意のステップ時間で動作します。 

 

表 4-2 プリセット動作時の制御入力信号と有効設定値 

動作 CH 
制御入力信号の状態（○：ON、×：OFF、－：無効） 

RESET CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 CH9 CH10 CH11 CH12 
（なし） ○ － － － － － － － － － － － － 
CH0 × × × × × × × × × × × × × 
CH1 × ○ × × × × × × × × × × × 
CH2 × － ○ × × × × × × × × × × 
CH3 × － － ○ × × × × × × × × × 
CH4 × － － － ○ × × × × × × × × 
CH5 × － － － － ○ × × × × × × × 
CH6 × － － － － － ○ × × × × × × 
CH7 × － － － － － － ○ × × × × × 
CH8 × － － － － － － － ○ × × × × 
CH9 × － － － － － － － － ○ × × × 
CH10 × － － － － － － － － － ○ × × 
CH11 × － － － － － － － － － － ○ × 
CH12 × － － － － － － － － － － － ○ 

 

4.2.3 拡張プリセット動作モード 

拡張プリセット動作モードは、指令値とステップ時間のセットを 1 ファイルとして複数ファイルを設定しておき、動

作 CH 選択（「CH1」～「CH9」）とファイル選択（「CH10」～「CH12」）に指定した入力端子の組み合わせにより、9

点×4 セット=36 点を使用するモードです。 

ファイル選択の制御入力端子には、「CH10」 ＜ 「CH11」 ＜ 「CH12」の優先順位があります。 
 

表 4-3 拡張プリセット動作時の制御入力信号と動作 CH 選択 

動作 CH 
制御入力信号の状態（○：ON、×：OFF、－：無効） 

RESET CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 CH9 
（なし） ○ － － － － － － － － － 
CH0 × × × × × × × × × × 
CH1 × ○ × × × × × × × × 
CH2 × － ○ × × × × × × × 
CH3 × － － ○ × × × × × × 
CH4 × － － － ○ × × × × × 
CH5 × － － － － ○ × × × × 
CH6 × － － － － － ○ × × × 
CH7 × － － － － － － ○ × × 
CH8 × － － － － － － － ○ × 
CH9 × － － － － － － － － ○ 
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表 4-4 拡張プリセット動作時の制御入力信号とファイル選択 

ファイル 
制御入力信号の状態 

（○：ON、×：OFF、－：無効） 
CH10 CH11 CH12 

ファイル：0 × × × 
ファイル：1 ○ × × 
ファイル：2 － ○ × 
ファイル：3 － － ○ 

 

4.2.4 パラレル入力動作モード 

パラレル入力動作モードは、2 進数指令をパラレルに入力する動作モードです。 

● 応答（動特性設定機能）は、「ランプ（直線）応答」に固定になります。 

● ディジタル方向・流量制御弁のバイナリ指令には、符号付き 2 進数（Two's complement）を使用します。 

● 指令範囲外の入力値は、固定指令値として扱われます。 

● 「CH1」が LSB、「CH8」または CH9 が MSB になります。 

 

表 4-5 制御入力信号ビットの仕様 

適用ディジタル弁 

制御入力 CH/ビット 

バイナリ 

指令 

範囲 

（10 進） 

指令 

範囲外 

（10 進） 

固定 

指令値 

（10 進） 
CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 CH9 

ディジタル 

リリーフ弁 

ディジタル 

流量調整弁 

bit0 

LSB 
bit1 bit2 bit3 bit4 bit5 bit6 

bit7 

MSB 
（無効） 符号無し 0～250 

251 

～255 
250 

ディジタル方向・ 

流量制御弁 

01 サイズ 

bit0 

LSB 
bit1 bit2 bit3 bit4 bit5 bit6 

符号 

bit7 

MSB 

（無効） 符号付き ±100 

+101 

～+127 
+100 

-101 

～-127 
-100 

ディジタル方向・ 

流量制御弁 

01 サイズ以外 

bit0 

LSB 
bit1 bit2 bit3 bit4 bit5 bit6 bit7 

符号 

bit8 

MSB 

符号付き ±157 

+158 

～+255 
+157 

-158 

～-255 
-157 
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表 4-6 ステップ時間設定ビットとステップ時間選択（ST*） 

ステップ時間

選択（ST＊） 
ステップ時間設定ビット（○：ON、×：OFF） 

CH10 CH11 CH12 
ST-0 × × × 
ST-1 ○ × × 
ST-2 × ○ × 
ST-3 ○ ○ × 
ST-4 × × ○ 
ST-5 ○ × ○ 
ST-6 × ○ ○ 
ST-7 ○ ○ ○ 

 

4.2.5 応答（動特性設定機能） 

動特性を設定する機能を説明します。 

 

応答（動特性設定機能）の概要 

前の弁ステップ位置から次の弁ステップ位置に遷移する際の動的な特性（経時変化）を設定する機能です。動

作モードに応じて設定します。 

● 特性の種類として「ランプ（直線）応答」と「任意 S 字カーブ応答」の 2 種類があります。 

● ステッピングモータを前のステップから次のステップに移動するまでのステップ時間を設定します。 

● 前の弁ステップ位置から次の弁ステップ位置までの応答時間は、ステップ時間に依存します。 

● 動作モードがパラレル入力の場合は、「任意 S 字カーブ」固定になります。 

 

表 4-7 動作モードと応答選択可否 

動作モード 
応答選択可否 

ランプ（直線）応答 任意 S 字カーブ応答 
プリセット 
拡張プリセット 

可 可 

パラレル入力 可 不可 

 

ランプ（直線）応答 

動作モードの応答に「ランプ（直線）」を指定した場合に機能します。 

● ステップ位置は直線状に変化します。 

● 変化時間を ms 単位で設定します。 
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図 4-1 ランプ（直線）応答 

 

任意 S 字カーブ応答 

前の弁ステップ位置から次の弁ステップ位置まで S 字状に変化します。 

● 動き出しと停止時のショックを軽減する効果が得られます。 

● ステップ時間を初期値（最大値）と中間値（最小値）の 2 つの数値で設定します。 

● 数値の単位は 1 ステップあたりの時間を指定します。 

● 初期値と中間値を同じ値に設定するとランプ関数（直線）と同じになります。 

例として、0-250 ステップの設定で指令を 0 から 250 ステップに変化させたときの応答波形を次に示します。 

 

 
図 4-2 任意 S 字カーブ応答 

指令値変更 

タイミング 

前の弁ステップ位置 

次の弁ステップ位置 

５ステップ 

ステップ時間 

次の弁ステップ位置までのステップ数が５ステップの場合 

ディジタル弁ステップ位置 

時間 

指令値変更 

タイミング 

前の弁ステップ位置 

次の弁ステップ位置 

ディジタル弁ステップ位置 ステップ時間 

初期値（最大値） 

ステップ時間 

初期値（最大値） 

ステップ時間 

中間値（最小値） 

時間 
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4.2.6 ゲイン・リニアライズ（静特性設定機能） 

静特性を設定する機能を説明します。 

ゲイン・リニアライズ（静特性設定機能）の概要 

指令値に対する弁ステップ位置の静的な特性（時間非依存）を設定する機能です。 

● 出荷時は、指令値―弁ステップ位置が１：１です。指令のステップ値とカタログの特性線図（弁ステップ位置

―圧力／流量）に示す弁ステップ位置が同じになります。 

● プリセット動作モードの場合は、指令値―弁ステップ位置は１：１で固定です。 

● パラレル入力動作モード時は、ゲイン・リニアライズを使用してこの特性を変更することができます。 
 

表 4-8 動作モードとゲイン・リニアライズ使用可否一覧 

動作モード ゲイン・リニアライズ使用 指令値―弁ステップ位置 
プリセット 
拡張プリセット 

不可 1：1 固定 

パラレル入力 可 可変 

 

ゲイン機能 

出荷時は、ゲイン＝100 です。最大指令値を付与した場合に、ディジタル弁は定格値（流量、圧力）を出力しま

す。 

● ゲインは 50～200 の範囲で設定可能です。 

● 所望の入力指令に対して、任意のディジタル弁出力に設定することが可能です。 

 

ゲインとその効果を次表に示します。 
 

表 4-9 ゲイン機能の効果 

ゲイン 効果 

100 
入力指令値と弁ステップ位置の目標値（静定後の弁ステップ位置）が一致

します。 

100 未満 
弁ステップ位置の最大値を下げ、弁ステップ位置が低い領域の分解能を上

げることができます。 

200 
パラレル入力チャンネル数が 7Bit の場合に、「125」でディジタル弁が定格

値（流量、圧力）を出力します。 
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ゲイン設定時の入力―コントローラ出力特性、入力―ディジタル弁出力特性は次のとおりです。 

 

 
図 4-3 ゲイン設定時の入力―コントローラ出力特性 

 

 
図 4-4 ゲイン設定時の入力―ディジタル弁出力特性 
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リニアライズ機能 

ディジタル弁に 0%～100%の指令を付与した場合の圧力または流量の特性は、ディジタル弁の種類ごとに固有

の特性曲線を持っています。 

 

リニアライズ機能を使用しない場合は、コントローラの入出力特性は次図の（ア）の特性になっており、入力に

対するステッピングモータ出力が中央のような特性曲線になっている場合、指令―ディジタル弁出力特性は、

（ウ）のような特性曲線になります。 

 

 

（ア）コントローラ入出力特性 

 

（イ）ディジタル弁入出力特性 

 

（ウ）指令―ディジタル弁出力特性 

図 4-5 リニアライズ未使用時特性例 

 

リニアライズ機能を使用した場合は、コントローラの入出力特性を次図の（ア）のような特性にすると、指令―

ディジタル弁出力を（ウ）のようなリニアな特性に近付けることができます（完全な直線にすることはできません）。 

 

（ア）コントローラ入出力特性 

 

（イ）ディジタル弁入出力特性 

 

（ウ）指令―ディジタル弁出力特性 

図 4-6 リニアライズ使用時特性例 

 

ゲインとリニアライズの組み合わせについて 

ゲイン機能とリニアライズ機能の組み合わせは、調整が困難なためお薦めしません。 

● ゲイン演算値を変更すると、リニアライズ特性が変化します。 

● リニアライズ特性を変更すると、ゲイン演算特性が変化します。 
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4.2.7 設定・モニタ機能 

本体の表示・設定機能を説明します。 

専用アプリを使用した設定・モニタ機能については、専用アプリのマニュアルを参照してください。 

 

初期設定・保守モード設定・動作設定 

設定には「初期設定」、「保守モード設定」、「動作設定」があります。 

初期設定については「3.5 初期設定」、保守モード設定については「3.6 保守モード設定」、動作設定について

は「4.3 動作設定」を参照してください。 

表 4-10 初期設定・保守モード設定・動作設定 

項目 設定操作タイミング 解説 
初期設定 

停止中 
接続するディジタル弁の種類と上位制御装置などの使用環境

に合わせて各種条件を設定します。 保守モード設定 

動作設定 停止中、動作中 
ディジタル弁ステップ位置の目標値となる指令値と、動的応答

に関する設定値を設定します。 

 

通常運転・モニタ 

通常運転中は、動作状態をモニタ表示します。 

動作状態モニタ一覧、制御入出力部の表示、CH 表示部のチャンネル番号と表示は次のとおりです。 

 

表 4-11 動作状態モニタ一覧 

表示部 表示器 意味 
制御入出力 LED 状態を点灯／消灯で表現します。 
CH 

7 セグメント LED 
状態を 1 桁の数字や文字で表現します。 

VALUE 指令設定や動作中の指令を 4 桁の数字で表現します。 
TIME ステップ時間を示します。単位：ms 

 
表 4-12 制御入出力部の表示 

記号 意味 表示 

1～12 CH1～12 入力（通電） 
あり 点灯 
無し 消灯 

RST RESET 入力（通電） 
あり 点灯 
無し 消灯 

RDY READY 出力（導通） 
あり 点灯 
無し 消灯 

 
表 4-13 CH 表示部のチャンネル番号と表示 

動作モード 意味 

プリセット 
拡張プリセット 

選択されているプリセットチャンネル番号を示します。 
CH＊ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
表示 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A b C 

  

パラレル入力 

選択されているステップ時間選択（ST＊）を示します。 
ST＊ 0 1 2 3 4 5 6 7 
表示 0 1 2 3 4 5 6 7 
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4.3 動作設定 

 

取扱上の注意 
当社出荷時の設定とお客様の使用条件が合致している場合を除き、動作設定の前に初期設定を行ってく

ださい。 

 

正常に起動すると、本製品は「通常運転・モニタ」に遷移します。マシンルーチン動作時は、必要に応じて動作

設定を行います。 

● プリセット動作モード、拡張プリセット動作モードの場合は、チャンネルごとに「指令値（ステップ値または

パーセント値）」と「ステップ時間」を設定します。 

● パラレル入力動作モードの場合は、「ステップ時間」を設定します。 

 

 

図 4-7 通常運転・モニタ時表示内容の例 

 

4.3.1 動作設定の内容 

動作設定には「指令値設定」と「ステップ時間設定」があります。 

 

指令値設定 

プリセット動作モード、拡張プリセット動作時モード時に、弁ステップ位置の目標値になります。 

プリセットチャンネルごとに値を設定します。 

● 工場出荷時およびデータ初期化後の初期値を★に示します。 

 

表 4-14 指令値設定 

数値単位 動作範囲（ステップ値） 設定刻み ★初期値 

ステップ値 
0～+250 

1 ステップ 
0 

-100～+100 
-157～+157 

パーセント値 
0～100% 

1% 
±100% 

 

  

CH ：0 

VALUE ：   0 

TIME ：5.00 
 

通常運転・モニタ 
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ステップ時間設定 

ステッピングモータを 1 ステップ移動するまでの時間を設定します。 

応答の種類により設定する内容が異なります。 

 

表 4-15 応答と設定内容 

応答（動特性設定機能）の種類 設定内容 
ランプ（直線）応答 １ステップ移動する時間（一定値） 
任意 S 字カーブ応答 初期値（最大値）、中間値（最小値） 

 

設定可能なステップ時間設定値と設定刻み、初期値を次表に示します。 

● 工場出荷時およびデータ初期化後の初期値を★に示します。 

 

表 4-16 ステップ時間設定 

設定範囲 設定刻み ★初期値 

0.4～100ms 
0.4～10ms 0.01ms 

5ms 
10ms～100ms 0.1ms 

 

ステップ時間と動作モードの関係を次表に示します。 

 

表 4-17 ステップ時間と動作モードの関係 

動作モード ステップ時間設定先 
プリセット 
拡張プリセット 

プリセットチャンネル（CH＊）ごとに設定します。 

パラレル入力 ステップ時間選択（ST＊）ごとに設定します。 

 

設定値の変換・初期化 

設定を変更した場合、設定値の変換や初期化の内容は、次のとおりになります。 

 

表 4-18 設定値の変換と初期化 

変更項目 変更内容 
設定値の変換・初期化の内容 

指令値 ステップ時間 

数値単位 S ⇔ P ステップ値 ⇔ パーセント値 不変 

動作範囲 
250 ⇔ -100 
250 ⇔ -157 

初期化：すべて 0 初期化：すべて 5ms 

動作モード 
000、001、010 
011、030、031 
相互の変更 

不変 不変 

ステップ時間下限値 （任意） 不変 
ステップ時間下限値より小さい

値は、下限値と同じ値になる 
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4.3.2 動作設定への遷移操作手順 

 

取扱上の注意 
ディジタル弁と接続せずに起動すると、「エラー03（Er.03）断線検出」を表示します。この状態でも、初期設定

への遷移が可能です。 

 

「通常運転・モニタ」から「動作設定」への遷移操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 4-8 動作設定への遷移手順 

 

● MODE スイッチを 2 秒押下します。 

 

  

MODE スイッチ 2 秒押下 

通常運転・モニタ 

CH ：1  

VALUE ：   0 （点滅） 

TIME ：5.00  
 

CH ：0 

VALUE ：0 

TIME ：5.00 
 

離す 

CH ：  

VALUE ：－－－－  

TIME ：  
 

動作設定 

CH ：0  

VALUE ：PArA  

TIME ：5.00 （点滅） 
 

プリセット動作モード 

拡張プリセット動作モード 

パラレル入力動作モード 

動作設定 
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4.3.3 プリセット動作／拡張プリセット動作モードの設定操作手順 

プリセット動作モード、拡張プリセット動作モードの場合は、チャンネルごとに「指令値（ステップ値またはパーセ

ント値）」と「ステップ時間」を設定します。 

 

VALUE 値（指令値）／TIME 値（ステップ時間）の設定手順 

「動作設定」に遷移すると、VALUE が点滅します。 

VALUE 値（指令値）、TIME 値（ステップ時間）の設定手順は、次のとおりです。 

 

 

図 4-9 VALUE 値（指令値）／TIME 値（ステップ時間）の設定手順 

 

● MODE スイッチで、設定対象を VALUE 設定⇔TIME 設定に交互に切り換えます。 

● VALUE 値（指令値）および TIME 値（ステップ時間）は、UP スイッチと DN スイッチで設定します。 

● 指令入力がすべて「OFF」かつ停止中は、数値の自動増加／自動減少が機能します。 

 

  

CH ：1  

VALUE ：   0 （点滅） 

TIME ：5.00  
 

動作設定 

VALUE 値変更 

CH ：1  

VALUE ：   0  

TIME ：5.00 （点滅） 
 

動作設定 

TIME 値変更 

MODE スイッチ押下 

CH ：1  

VALUE ： 250 （点滅） 

TIME ：5.00  
 

CH ：1  

VALUE ：   0  

TIME ：1.00 （点滅） 
 

UP スイッチ押下 / DN スイッチ押下 
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CH（チャンネル）の切換え手順 

CH（チャンネル）の切換えは、CH スイッチの押下ごとに次表に示す順に切り換わります。 

 

表 4-19 CH 切換え順序 

動作モード チャンネル（CH） 
拡張プリセット動作モード 1 → 2 → … → 8 → 9 → 0 → 1 
プリセット動作モード 1 → 2 → … → 11 → 12 → 0 → 1 

 

CH（チャンネル）切換えの操作手順は、次のとおりです。 

 

 

図 4-10 CH（チャンネル）切換え手順 

  

CH スイッチ押下 

動作設定 

CH ：1  

VALUE ：   0 （点滅） 

TIME ：5.00  
 

CH ：2  

VALUE ：   0 （点滅） 

TIME ：5.00  
 

CH1 設定 

CH2 設定 

CH ：12  

VALUE ：   0 （点滅） 

TIME ：5.00  
 

CH12 設定 

CH スイッチ押下 

CH スイッチ押下 

拡張プリセット動作モードの場合は CH9 まで 

CH ：0  

VALUE ：   0 （点滅） 

TIME ：5.00  
 

CH0 設定 

CH0 は TIME 値のみ変更可能 
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CH・VALUE・TIME 選択と FILE（ファイル）選択の切換え手順 

拡張プリセット動作モードのとき、CH・VALUE・TIME選択とFILE 選択の切換えの操作手順は、次のとおりです。 

 

 

図 4-11 CH・VALUE・TIME 選択と FILE 選択の切換え手順 

  

CH スイッチ＋MODE スイッチ押下 

CH・VALUE・TIME 選択 

CH ：1  

VALUE ：   0 （点滅） 

TIME ：5.00  
 

CH ：0 （点滅） 

VALUE ：FILE  

TIME ：  
 

FILE 選択 

MODE スイッチ押下 
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FILE（ファイル）選択手順 

拡張プリセット動作モード時の FILE 選択の操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 4-12 FILE 選択手順 

 

● UP スイッチ、DN スイッチで操作します。 

● FILE の番号を CH に表示します。 

● FILE の番号を変更すると、TIME に CnG（Change）を表示して、FILE を変更したことを明示します。 

● 所望の FILE 番号を選択したら、MODE スイッチを押下して CH・VALUE・TIME 選択に戻り、CH・VALUE・

TIME を設定します。 

  

UP スイッチ押下／DN スイッチ押下 

CH ：0 （点滅） 

VALUE ：FILE  

TIME ：  
 

FILE 選択 

CH ：1 （点滅） 

VALUE ：FILE  

TIME ：CnG （点滅） 
 

(Change) 

UP スイッチ押下／DN スイッチ押下 

CH ：2 （点滅） 

VALUE ：FILE  

TIME ：CnG （点滅） 
 

(Change) 

UP スイッチ押下／DN スイッチ押下 

CH ：3 （点滅） 

VALUE ：FILE  

TIME ：CnG （点滅） 
 

(Change) 
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4.3.4 パラレル入力動作モードの設定操作手順 

パラレル入力動作モードの場合は、「ステップ時間」を設定します。 

 

TIME 値（ステップ時間）の設定手順 

動作設定に遷移すると、TIME が点滅します。 

TIME 値（ステップ時間）の設定手順は、次のとおりです。 

 

 
図 4-13 TIME 値（ステップ時間）の設定手順 

 

● TIME 値を UP スイッチと DN スイッチで設定します。 

● 動作中も、数値の自動増加／自動減少が機能します。 

 

  

UP スイッチ押下 

DN スイッチ押下 CH ：0  

VALUE ：PArA  

TIME ：5.00 （点滅） 
 

動作設定 

CH ：0  

VALUE ：PArA  

TIME ：1.00 （点滅） 
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ステップ時間選択（ST*）の設定手順 

ステップ時間選択（ST*）の設定手順は、次のとおりです。 

 

 
図 4-14 ステップ時間選択（ST*）の設定手順 

 

● ステップ時間選択（ST*）は、CH スイッチの押下ごとに、0 → 1 → 2 … 6 → 7 → 0 の順に切り換わり

ます。 

 

  

CH スイッチ押下 

動作設定 

CH ：0  

VALUE ：PArA  

TIME ：5.00 （点滅） 
 

CH ：1  

VALUE ：PArA  

TIME ：1.00 （点滅） 
 

CH0 設定 

CH1 設定 

CH ：6  

VALUE ：PArA  

TIME ：2.00 （点滅） 
 

CH6 設定 

CH スイッチ押下 

CH スイッチ押下 

CH ：7  

VALUE ：PArA  

TIME ：3.00 （点滅） 
 

CH7 設定 

CH スイッチ押下 
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4.4 運転・リセット動作 

プリセット動作モード、パラレル入力動作モードの運転とリセット動作を説明します。 

4.4.1 プリセット動作モードの運転 

プリセット動作モードの運転について説明します。 

● 制御入力 CH1 を「ON」にすると、VALUE1 まで TIME1 のステップ時間で変化します。 

● 制御入力 CH2 を「ON」にすると、VALUE2 まで TIME2 のステップ時間で変化します。 

● 制御入力 CH1 を「ON」にしたまま制御入力 CH2 を「OFF」にすると、VALUE1 まで TIME1 のステップ時間で

変化します。 

● すべての制御入力を「OFF」にすると、TIME0 のステップ時間で中立原点位置に戻ります。 

 

機能の詳細は「4.1.2 プリセット動作モード」を参照してください。 

 

 
図 4-15 プリセット動作例 

 

 

  

ディジタル弁ステップ位置 

中立原点位置 

TIME1 

TIME2 
TIME1 

TIME0 

制御入力 CH1 

制御入力 CH2 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

OFF OFF 

VALUE1 

VALUE2 

VALUE1 

中立原点位置 
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4.4.2 プリセット動作モードのリセット動作 

プリセット動作モードのリセットについて説明します。 

● RESET 入力を「ON」すると、ステッピングモータは非励磁になり、スプリングリターンで中立原点位置に戻り

ます。 

● 完全に中立原点位置に戻るまでの間の 500ms 間は、非励磁状態を維持します。この 500ms 間はリセット

時間延長機能が有効の場合に機能します。 

● RESET 入力を 500ms 以上「ON」した場合は、「ON」している間は非励磁状態を維持します。 

 

 
図 4-16 プリセット動作モードのリセット動作例 

 

  

ディジタル弁ステップ位置 

中立原点位置 TIME1 

制御入力 CH1 

RESET 入力 

ON 

ON 

OFF 

OFF 

VALUE1 

スプリングリターン動作 

リセット動作 励磁 励磁 

非励磁 

TIME1 

500ms 

OFF 

ON 

OFF 

500ms 

励磁 

非励磁 
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4.4.3 パラレル入力動作モードの運転 

パラレル入力動作モードでは、パラレル入力データ値を弁ステップ位置として、ステップ時間選択（ST*）が指定

するチャンネル（以下 CH）に設定したステップ時間で変化します。 

機能の詳細は「4.1.4 パラレル入力動作モード」を参照してください。 

 
図 4-17 パラレル入力動作例 1 

 
図 4-18 パラレル入力動作例 2 

ディジタル弁ステップ位置 

中立原点位置 
TIME0 

TIME1 

TIME2 

TIME3 

VALUE1 

VALUE2 

VALUE1 

中立原点位置 

ステップ時間 

選択 ST* ST0 

ST3 

ST1 

ST2 

パラレル入力 

データ値 

0 

VALUE1 

VALUE2 

VALUE1 

0 

ディジタル弁ステップ位置 

中立原点位置 

TIME0 
TIME1 

TIME2 

VALUE1 

VALUE2 

中立原点位置 

ステップ時間 

選択 ST* ST0 

ST1 

ST2 

パラレル入力 

データ値 

0 

VALUE1 

VALUE2 

0 



[TS26-001A] 

63 

4.4.4 パラレル入力動作モードのリセット動作 

パラレル入力動作モードのリセットについて説明します。 

● RESET 入力を「ON」すると、ステッピングモータは非励磁になり、スプリングリターンで中立原点位置に戻り

ます。 

● 完全に中立原点位置に戻るまでの間の 500ms 間は、非励磁状態を維持します。この 500ms 間はリセット

時間延長機能が有効の場合に機能します。 

● RESET 入力を 500ms 以上「ON」した場合は、「ON」している間は非励磁状態を維持します。 

 

 
図 4-19 パラレル入力動作モードのリセット動作例 

 

  

ディジタル弁ステップ位置 

中立原点位置 

パラレル入力 

バイナリデータ値 

RESET 入力 

VALUE1 

ON 

0 

OFF 

VALUE1 

スプリングリターン動作 

リセット動作 励磁 励磁 

非励磁 

500ms 

OFF 

ON 

OFF 

500ms 

励磁 

非励磁 

スプリングリターン動作 
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4.5 押ボタンスイッチ操作によるモニタ 

「通常運転・モニタ」において、押ボタンスイッチ操作によりモニタする手順を説明します。 

4.5.1 押ボタンスイッチ操作によるモニタの内容 

モニタ可能な内容は次のとおりです。 

 

表 4-20 押ボタンスイッチ操作によるモニタ 

項目 内容 
数値単位設定 プリセット動作／拡張プリセット動作モード時のステップ値、パーセント値設定 
ファイル番号 拡張プリセット動作モード時のファイル番号 
パラレル入力値 パラレル入力動作モード時にパラレル入力データを 10 進数で表示 

 

4.5.2 数値単位設定のモニタ操作手順 

プリセット動作／拡張プリセット動作モード時の数値単位設定値の換算値（ステップ値設定の場合はパーセント

値、パーセント値設定の場合はステップ値）を確認する操作手順は、次のとおりです。 

 

 
図 4-20 数値単位設定のモニタ操作手順 

 

  

CH ：1 

VALUE ： 125 

TIME ：5.00 
 

通常運転・モニタ 

CH ：1 

VALUE ：  50 

TIME ：PEr 
 

UP スイッチ連続押下 

――― 例 ――― 

0-250 設定 

プリセット動作モード 

CH1 入力 

CH1 ステップ値設定：125 

パーセント値設定で 

50% 

を表示 

UP スイッチを離す 

パーセント値設定値表示 

動作中（変化中）の表示も可能 

逐次表示が変化する 

CH ：1 

VALUE ： 125 

TIME ：Stp 
 

パーセント値設定：50% 

の場合 

125 

を表示 

PEr（PERCENT）を表示 

Stp（STEP）を表示 
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4.5.3 ファイル番号のモニタ操作手順 

拡張プリセット動作モード時に、選択しているファイル番号をモニタする手順は、次のとおりです。 

 

 
図 4-21 ファイル番号のモニタ操作手順 

 

4.5.4 パラレル入力指令値のモニタ操作手順 

パラレル入力動作モード時に、バイナリデータ列を 10 進数に変換した値をモニタする手順は、次のとおりです。 

 

 
図 4-22 パラレル入力指令値のモニタ操作手順 

 

CH ：1 

VALUE ： 125 

TIME ：5.00 
 

通常運転・モニタ 

CH ：1 

VALUE ：FILE 

TIME ： 
 

CH スイッチ連続押下 

――― 例 ――― 

0-250 設定 

拡張プリセット動作モード 

FILE 1 選択中 

CH1 入力 

CH1 ステップ値設定：125 

CH スイッチを離す 

ファイル番号表示 

動作中（変化中）の表示も可能 

逐次表示が変化する 

CH にファイル番号を表示 

CH ：1 

VALUE ： 125 

TIME ：5.00 
 

通常運転・モニタ 

CH ：1 

VALUE ：FILE 

TIME ： 
 

CH スイッチ連続押下 

――― 例 ――― 

0-250 設定 

パラレル入力動作モード 

バイナリデータ 

CH1 入力 

CH1 ステップ値設定：125 

CH スイッチを離す 

ファイル番号表示 

動作中（変化中）の表示も可能 

逐次表示が変化する 

CH にファイル番号を表示 
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4.6 エラー時待機 

起動シーケンスや通常運転・モニタで異常が発生すると、エラー内容を表示して「エラー時待機」に遷移します。 

● ステッピングモータは非励磁状態になります。 

● 一部の例外を除き電源再投入が必要になります。 

● 詳細は「5. トラブルシューティング」を参照してください。 
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5. トラブルシューティング 

 

本章では、本製品のトラブルシューティングを説明します。 

 

警告 
 エラーコードを表示していなくても、発煙・異臭・異音などの異常や危険を感じたときは、直ちに操作・運

転を中止し、電源を遮断してください。 

 本製品は精密機器です。サービスマン以外は、分解・改造をしないでください。感電によりけがをしたり、

装置の誤動作による重大な事故を起こす恐れがあります。 

 

注意 
本項に示す処置を行っても繰り返しエラーが発生し、本製品の異常と考えられる場合は、直ちに操作・運転

を中止し、電源を遮断してください。電源を遮断後、当社までご連絡ください。 

 

5.1 エラーメッセージ 

本製品は、エラー発生時には、次表に示すエラーコードを VALUE に表示します。 

● エラー発生時は、一部を除き、非励磁状態となり、ディジタル弁は中立原点位置に戻った状態になります。 

● 入力やスイッチ操作は受け付けなくなります。 

 

表 5-1 エラー一覧 

エラーコード エラー種類 エラー内容 

Er.00 記憶素子データ異常 
メモリから正常にデータが読み出せないか書き込めない状態です。

データの異常かメモリの破損の可能性があります。 

Er.01 CPU 暴走 
マイコンが正常に動作しない状態です。マイコンが故障した可能性が

あります。 

Er.03 断線検出 
ディジタル弁間の接続経路、またはディジタル弁内部が断線した可能

性があります。 

Er.04 短絡、過電流検出 
ディジタル弁間の接続経路、またはディジタル弁内部に短絡や絶縁不

良が生じた可能性があります。 

Er.05 内部電源電圧異常 
内部回路の電圧に異常があります。電源回路が故障した可能性があ

ります。 
Er.06 ドライバ異常 ディジタル弁駆動出力段回路が故障した可能性があります。 

Er.07 設定データ不正 
電源投入時に、メモリデータの整合性をチェックし、初期設定と動作設

定相互に矛盾がある場合や、設定値異常の場合に発生します。 

Er.08 初期設定異常 
初期設定中に指令を入力した場合や、動作中に初期設定を行った場

合に発生します。 

Er.09 表示ドライバエラー 
LED や 7 セグメント LED がすべて消灯している状態で、内部接続の

異常で発生します。エラーは本体には表示されません。アプリで確認

できます。 
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5.2 トラブルシューティング 

エラーコード別に対応方法を説明します。 
 
Er.00 記憶素子データ異常 

● メモリの初期化が必要です。 

● 「5.3 データ初期化方法」に従ってデータの初期化を行ってください。 
 
Er.01 CPU 暴走 

● 電源を再投入してください。 
 
Er.03 断線検出／Er.04 短絡、過電流検出 

● いったん電源を遮断し、ディジタル弁間のハーネス接続を見直してください。 

● MOTOR コネクタとディジタル弁側コネクタ間の導通を確認してください。 

● ハーネスに異常がなければ、ディジタル弁側のハーネスを外し、ディジタル弁のコネクタの各ピン間抵抗値

を測定してください。 

● ハーネスとディジタル弁が正常な場合、製品故障の可能性があります。 

● ディジタル弁を接続しない状態では「エラー03（Er.03）断線検出」が表示されますが、初期設定と動作設定

が可能です。 

表 5-2 ディジタル弁コネクタピン間の抵抗値 

ピン 抵抗値 ピン配置 
A-B 間 

2.0Ω±10%（25℃） 

 

B-C 間 
C-D 間 
D-E 間 
E-A 間 

 
Er.05 内部電源電圧異常 

● いったん電源を遮断し、再投入してください。 
 
Er.06 ドライバ異常 

● いったん電源を遮断し、再投入してください。 
 
Er.07 設定データ不正 

● 初期化を行ってください。 

● 設定データは当社出荷時状態に初期化されます。 
 
Er.08 初期設定異常 

● 指令入力をすべて「OFF」にしてください。 

● 電源再投入は不要です。 

 

Er.09 表示ドライバエラー 

● アプリで本エラーが発生していることを確認してください。 

 

表示異常 

● 7 セグメント LED の表示状態が「3.2.3 7 セグメント LED の表示と表記」に当てはまらない場合や、本書に示

す表示状態に当てはまらない場合は、内部制御系に一時的な異常が発生している可能性があります。 

● いったん電源を遮断し、再投入してください。 
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5.3 データ初期化方法 

 

取扱上の注意 
データ初期化を行うことにより、動作設定、初期設定、保守設定で設定したすべてのデータが当社出荷時

の状態に戻ります。 

 

データ初期化の操作手順は、次のとおりです。 

電源再投入でもエラーが解消しない場合は、以下の手順でデータの初期化を試みてください。 

 
 

図 5-1 データ初期化手順 
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改版履歴 

 

版 改版年月日 改版内容 
― 2026-02-13 初版発行 
Ａ 2026-03-19 本社所在地変更 
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内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。 
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